




Grammatical Phenomena of Sino-Tibetan Languages 2:





























ダパ語メト方言には，次の音素が認められる。[1]子音 /ph [pʰ], th [tʰ], ʈh [ʈʰ], 
ch [cʰ], kh [kʰ]; p, t, ʈ, c, k; b, d, ɖ, ɟ, g; tsh [tsʰ], tɕh, [tɕʰ]; ts, tɕ; dz, dʑ; m, n, ȵ, 
ŋ; m̥ [m̥m], n̥ [n̥n], ȵ̊ [ȵ̊ȵ], ŋ̊ [ŋ̊ŋ]; fh [fʰ], sh [sʰ], ɕh [ɕʰ]; f, s, ɕ, x, h; v, z, ʑ, ɣ, 

















=wu ‘ACC’（対与格），=pɛrʌ ‘CNT’（内容格）1，=la ‘DAT’（与位格），=ji ‘BEN’








が有声音 ::無声音または非帯気音 ::帯気音―；[2]語根の韻母の交替― i :: eまた













































 a.  o-ccu1   「開く」                 o-cchu1         「開ける」
 b.  tʌ-tɕɛ1   「（布が）破れる」          tʌ-tɕhɛ1         「破る」
 c.  ŋʌ-ʈʈa1   「（結び目が）ほどける」     ŋʌ-ʈʈha1         「ほどく」
 d.  o-ʈʉ1     「（目が）覚める」          o-ʈhʉ1           「覚ます，覚まさせる」
                                  (cf.) o-ʈʉ=ʈhu1   「目覚めさせる」
 e.  a-ʈʈɨ3     「（家が）倒壊する，崩れる」  a-ʈʈhɨ3          「破壊する，崩す」
 f.  ŋʌ-kɛ3   「（板が）裂ける，割れる」   ŋʌ-khɛ3         「裂く，割る」
 g.  ʌ-tɛ1     「出てくる」3            ʌ-thɛ1           「取り出す」
 h.  ŋʌ-ttsia1  「ひび割れる」            ŋʌ-ttshia1       「ひび割れさせる」
 i.  ʌ-ttsi1    「燃える」               ʌ-tshi1          「燃やす」
                                  (cf.) ʌ-ttsi=ʈhu1  「燃やす」






(2) a.  tʌ-ʈʈhɛ1 「（紐が）切れる」        tʌ-ʈʈa3      「切る」
                                (cf) tʌ-ʈʈhɨ2  「切り取る」(cf. (1e))
 b.  kʌ-ttsɨ1  「食べる」              tʌ-htsɨ1      「食べさせる」




も初頭が無声音となる。声調の交替も見られる。(3e, f)においては，j :: ɕの対応
が見られるが，ダパ語の /j/は音声的に摩擦を伴うことから，自然な対応である。
(3f)は二音節語幹で，語幹第一音節のみが j :: ɕの交替を示し，第二音節は同形
である。また，第一音節の母音も自動詞と他動詞で異なっている。




 a.  o-ɦɟɵ1   「回る」               o-hco1        「回す」
 b.  kʌ-ɦdʌ1 「折れる」             kʌ-thʌ1        「折る」
 c.  a-ɦdo3  「剥がれる」           a-tho3         「剥がす」
 d.  tʌ-lala3  「揺れる」             tʌ-lḁlḁ1        「揺らす」
 e.  a-ji3    「溶ける」             a-ɕi3          「（バターを熱して）溶かす」
                               (cf.) a-ji=ʈhu3  「（氷を）溶かす」











 ʌ-thɛ3   「（袋から荷物が）出る」     ʌ-thɛ1        「（袋から荷物を）取り出す」





 a.  ʌ-htɕɨ1      「掛かる／掛ける」
 b.  a-ɦɟi3       「落ちる／落とす」
 c.  a-ɦɟo3       「落ちる，失せる／落とす，失う」
 d.  a-hpɛ3      「（家が）焼ける／焼く」
 e.  a-htɛ3       「沈む（水中に落ちる）／沈める（〃落とす）」
 f.  a-mɵ3       「閉まる／閉める」
 g.  a-n̊ɛ         「閉まる／閉める」
 h.  a-peitɕhe3   「（玩具が）壊れる／壊す」
 i.  a-pho3      「ひっくり返る／ひっくり返す」
 j.  a-tɕhetɕhe3  「（服が）破れる／破る」
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 k.  a-ʈʈhɛ3      「（茶碗が）割れる／割る」














(7) no=ne1   shɛ1  hkɨ1  to-ju3.
 2SG=TOP    薪     採る   NTL-行く /来る .IMPR
 ɕʌʈhe=wu=ne3   zo1    ko-tsho3    =ʈhu3.
 幽霊 =ACC=TOP      かまど   INW-並べる   CAUS
 zʌntɕhɨ=wu3   tʌ=le3   a-ji3           =ʈhu3.









 a.  ʌ-pei3    「満ちる」         ʌ-pei=ʈhu3    「満たす」
 b.  ʌ-mphei1 「凍る」           ʌ-mphei=ʈhu1 「凍らせる」
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 c.  kʌ-pʌlʌ3  「（人が）集まる」   kʌ-pʌlʌ=ʈhu3  「集める，集合させる」
 d.  tʌ-jelʌ3   「（人が）転がる」   tʌ-jelʌ=ʈhu3   「（人を）転がす」cf. (3e)
 e.  tʌ-nɟʌ1   「変わる」         tʌ-nɟʌ=ʈhu1   「変える」
 f.  ʌ-lei3    「良くなる」       ʌ-lei=ʈhu3    「良くする」 (cf.) lele1 「良い」







 a.  ŋa1   tʌȵi3   ʌ-hca1      ɦɟe3.
    1SG    湯      UPW-沸かす   PST.1
    私はお湯を沸かした。
 b.  tsheri1   tʌȵi3   ʌ-hca=ʈhu1     hce-a3.
    PSN      湯      UPW-沸く =CAUS   PST-B.PFV








 a.  ʌ-hca1  「沸く／沸かす」                ʌ-hca=ʈhu1  「沸かす」
 b.  kǝ-n̊ei1  「濡れる／（うっかり）濡らす」     kǝ-n̊ei=ʈhu1  「（わざと）濡らす」
(11) 補充法と=ʈhuが併存
 a.  o-ʈʈʉ3   「乾く」          o-kho1 「干す」；o-ʈʈʉ=ʈhu1「乾かす」















(13) ダト方言（黄 2009: 85–864, 黄主編 1992）                     対応形式
 a.  a³³-ptʂa⁵⁵  「ほどける」            a³³-ptʂha⁵⁵  「ほどく」         (1c)
 b.  a⁵⁵-tʂɿ³³    「崩れる」              a⁵⁵-tʂhɿ³³   「崩す」           (1e)
 c.  tə⁵⁵-ptʂe⁵⁵  「（紐が）切れる」        tə⁵⁵-tʂhe⁵⁵  「切る」           (2a)
 d.  ʌ³³-pei⁵⁵   「満ちる」              ʌ⁵⁵-phei⁵⁵   「満たす」         (8a)
(14) 南部方言（龔 2007）                                       対応形式
 a.  ŋə³⁵-tɕu⁵⁵       「開く」           ŋe³⁵-tɕhu⁵⁵         「開ける」  (1a)
 b.  tə³⁵-tɕo³¹tɕo³¹   「（布が）破れる」   tə³⁵-tɕho³¹tɕho³¹    「破る」    (1b)
 c.  ŋə³⁵-ptʂa⁵⁵                     ŋə³⁵-ptʂha⁵⁵                (1c)
    「（結び目が）ほどけた」              「ほどく」
 d.  ɪ⁵⁵-tʂyi³¹                       ɪ⁵⁵-tʂhyi³¹                  (1d)
    「（目が）覚める」                  「覚ます，覚まさせる」
 e.  a³³-tʂʅ⁵⁵                       a³³-tʂhʅ⁵⁵                  (1e)
    「（壁が）倒壊する，崩れる」          「破壊する，崩す」
 f.  a⁵⁵-ptsa⁵⁵                      a⁵⁵-ptsha⁵⁵                 (1h)
    「（石が）裂ける，割れる」            「裂く，割る」
 g.  ɪ⁵⁵-ptsɪ⁵⁵        「燃える」         ɪ⁵⁵-ptshɪ⁵⁵          「燃やす」  (1i)
 4 黄（2009）では，ダパ語ダト方言の帯気音記号 [ʰ]が /‘/と表記されているが，本稿では黄（主編）（1992）の表
記に合わせて /h/とした。
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 h.  tə⁵⁵-ptʂe⁵⁵       「（紐が）切れる」   tə⁵⁵-ptʂhe⁵⁵        「切る」    (2a)
 i.  tə³⁵-pi³¹tɕi³¹-a³¹  「（卓が）壊れた」   tə³⁵-phi³¹tɕhi³¹-a³¹  「壊した」  (5h)











(15) ダト方言（黄 2009: 85–86, 黄主編 1992）                     対応形式
 a.  o⁵⁵-bɟjo⁵⁵   「回る」            o⁵⁵- ʂcço⁵⁵  「回す」              (3a)
 b.  kʌ³³-vda⁵⁵  「折れる」          kə⁵⁵-thə⁵⁵   「折る」              (3b)
 c.  la⁵⁵la⁵⁵     「揺れる」          ɬa⁵⁵ɬa⁵⁵     「揺らす」            (3d)
 d.  a³³-ji⁵⁵      「溶ける」          a³³-ɕi⁵⁵     「溶かす」            (3e)
 e.  tʌ³³-li⁵⁵     「倒れる」          tʌ³³-ɬɛ⁵⁵    「倒す」              (3f)
(16) 南部方言（龔 2007）                                       対応形式
 a.  ɪ⁵⁵-dʑu⁵⁵    「回る」            ɪ⁵⁵-ʂtʂu⁵⁵    「回す」              (3a)
 b.  tə⁵⁵-də³¹    「折れる」          tə⁵⁵-thə³¹   「折る」              (3b)
 c.  a⁵⁵-do³¹     「剥がれる」        a⁵⁵-tho³¹    「剥がす」            (3c)
 d.  la⁵⁵la⁵⁵     「揺れる」          ɬa⁵⁵ɬa⁵⁵     「揺らす」            (3d)











(17) 南部方言                                                対応形式
 a.  ŋə³⁵-ʂthe⁵⁵  「出てくる」              ŋə³⁵-the³¹  「取り出す」    (12)









共に見られるのみで（(1j), (2a), (3a, f)），母音交替のみによる自他対応は見つかっ
ていない。また，これらの散発的な母音交替の例はいずれもダト方言の母音交替
例と語彙的に対応しない。
(18) ダト方言（黄 2009: 86）                                    対応形式
 a³³-tʂhi⁵⁵   「（茶碗が）割れる」       a³³-tʂhe⁵⁵  「割る」              (5k)
 ŋə⁵⁵-thi⁵⁵  「出てくる」            ŋə³³-the⁵⁵  「取り出す」          (12)
 o³³-sy⁵⁵    「生きる」              a³³-su⁵⁵    「養う，生かす」         ―
ダト方言において，方向接辞の交替によって形成される自他対応の例を (19)
に示す。
(19) ダト方言（黄 2009: 86）                                    対応形式
 a.  ʌ³³-ʂcça⁵⁵       「（湯が）沸く」        a³³-ʂcça⁵⁵  「沸かす」      (10a)
 b.  tə⁵⁵-ptshia⁵⁵                       ŋə³³-ptshia⁵⁵
    「（竹が）割れる，裂ける」               「割る，裂く」             (1h)











(20) メト方言（Shirai 2009: 12より）6
 “boil”  ʌ-hca1 (water/tea);    a-hca3 (meat/vegetable);   kʌ-hca1 (milk)














(21) aco3   jaɕa3 te=anʌ2   jo3    a-mpho=ʈhu3      hce-a3.
 PSN    強い =[逆接 ]       自分   DWN-負ける =CAUS   PST-B.PFV
 nɛvo1   ʌ-khɛ=ʈhu1    hce-a3.
 姉妹     UPW-勝つ -CAUS   PST-B.PFV









(22) ŋa1   ŋoro1   ja=wu2   kʌ-ntɕhi=ʈhu1   hɟe3.





(23) tsheri1   nthei3   ʌ-mphei=ʈhu1   hcj-a3.









(24) me3  phe=wu3   kʌ-tʌ1     hci3.
 母     父 =ACC      INW-打つ   PST
 母が父をぶった。
(25) ŋa1   rɛndʑo3     no=pɛrʌ2   m̥ɛm̥ɛ=ʈʌ3.
 1SG    しょっちゅう   2SG=CNT     考える =IPFV
 私はしょっちゅうあなたのことを考えます。（白井 2010: 298）7
 7 表記は本稿の方式に合わせた。
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(26) nonɛ=pɛrʌ1   tsɨ3    ɕaɕa1   rɛ3.
 2DL=CNT       食べる   強い     COP
 （もし振り返ったら，鬼が）お前たち 2人をきっと食べてしまう。(ibid.)
既出の (7)および (27)～ (29)は，被使役者が対与格=wuで表示される／表示
されうる例である。(29)は助詞がない方が自然と判断された例だが，あえて助詞
を用いる場合は=wuが用いられる。
(7) （第 2文，第 3文を再掲）
 ɕʌʈhe=wu=ne3   zo1    ko-tsho3    =ʈhu3.
 幽霊 =ACC=TOP      かまど   INW-並べる   CAUS
 zʌntɕhɨ=wu3   tʌ=le3   a-ji3           =ʈhu3.
 女の子 =ACC      水 =汲む   DWN-行く /来る   CAUS
  幽霊にはかまど（に使う石）を並べさせなさい。女の子を水汲みに行か
せなさい。
(27) ʈaɕi3   ŋa=wu3   ɦgeɦgɛ=wu3   melʌ3    tʌ-htɛ=ʈhu1    hce3.
 PSN    1SG=ACC    先生 =ACC        バター     NTL-渡す =CAUS   PST
 タシは私に先生へバターを渡させた。
(28) ŋa1   ʈaɕi(=wu)3   ɦgeɦgɛ=wu3   melʌ3    tʌ-khe=ʈhu1      ɦɟe3.
 1SG    PSN=ACC      先生 =ACC        バター     NTL-与える =CAUS   PST.1
 私はタシに先生へバターを差し上げさせた。
(29) ŋguʈʈhɨ-rɛ2  ŋorɛ(?=wu)1   ɦdowu2   kʌ-pʌlʌ=ʈhu3     hcj-a3.




(30) tsheri1   lozo=pɛrʌ3   nphei=ta1  a-ntshɛlɛ3+lɛ=ʈhu3   hcj-a3.
 PSN      PSN=CNT      氷 =上       DWN-滑る +置く =CAUS   PST-B.PFV
 ツェリはロゾを氷の上で滑らせた。
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(31) miwo=pɛrʌ4  kʌ-ɦɟa=ʈhu3      hcj-a3.
 老婆 =CNT       INW-泊まる =CAUS   PST-B.PFV
 老婆を泊めてやった。
(32) tsheri1   lozo=nʌ3   ʈaɕi=nɛ=pɛrʌ3   ko-ro̥ro̥=ʈhu3       hcj-a3.
 PSN      PSN=COM     PSN=二 =CNT       INW-知り合う =CAUS   PST-B.PFV
 ツェリはロゾとタシの二人を紹介した（知り合わせた）。
(33) lozo3  tsheri=pɛrʌ1  o-ʈʉ=ʈhu1          hce3.
 PSN    PSN=CNT       UPW-目覚める =CAUS   PST
 ロゾはツェリを起こした（ツェリについて目覚めさせた）。
(34) tɛ=i2    tʌ-jelʌ3,    tsheri1   ŋoro=pɛrʌ1   o-tsho=ʈhu1      hce3.
 one=CLF   NTL-転がる   PSN      3SG=CNT       UPW-起きる =CAUS   PST
 ある人が転んで，ツェリはその人を助け起こした（起きさせた）。
 cf. tɛ=i2    tʌ-jelʌ3,    tsheri1   ŋoro=pɛrʌ1   ʌ-rʈ̥ɛ1       hce3.
 one=CLF   NTL-転がる   PSN      3SG=CNT       UPW-起こす   PST
 ある人が転んで，ツェリはその人を助け起こした。
(35) phe3   tsheri(=pɛrʌ1)   tʌ-jelʌ=ʈhu3      ʈ-ɛ3.













(36) lozo3  nphei=ta1  ntshɛlɛ3+lɛ=ʈ-ɛ3.
 PSN    氷 =上       滑る +置く =IPFV-B.IPFV
 ロゾは氷の上で（わざと）滑っている。    cf. (30)
(37) tsheri   tɕuu2   tʌ-jelʌ3     ʈ-ɛ3.
 PSN     今       NTL-転がる   IPFV-B.IPFV




























1     first person         CNT  content (case)         NTL   neutral directional
2     second person      COM  comitative            O     object
3     third person        COP   copula               OUT  outward directional
A     transitive subject    DAT   dative-locative         PFV   perfective
ACC   accusative-dative    DL    dual                 PL    plural
ASS    associative         DWN  downward directional   PSN   personal name
B     non-egophoric      GEN  genitive              PST   past
BEN   benefactive        IMPR  imperative            S     intransitive subject
CAUS  causative          INS   instrumental          SG    singular
CLF    classifier          INW  inward directional      TOP   topic
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